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年
明
け
の
衆
議
院
解
散
論
が
広
が
っ

て
い
る
。
自
民
党
は
一
票
の
格
差
を
是

正
す
る
新
し
い
選
挙
区
が
来
年
５
月
に

固
ま
る
前
に
実
施
し
単
独
過
半
数
を
狙

っ
て
い
る
。
現
時
点
で
解
散
を
強
行
す

れ
ば
憲
法
上
大
き
な
問
題
が
生
じ
る
。

前
回
衆
議
院
選
挙
の
際
の
三
党
合
意
に

よ
る
国
会
議
員
定
数
不
均
衡
の
抜
本
的

是
正
は
、
少
な
く
と
も
、
次
の
総
選
挙

ま
で
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
須

の
事
項
だ
。
何
ら
抜
本
的
な
改
正
を
行

う
こ
と
な
く
解
散
し
、
総
選
挙
を
行
う

の
は
国
民
の
声
を
無
視
す
る
こ
と
に
な

る
。
露
骨
な
自
己
都
合
解
散
で
あ
る
。

12日㈬　道政への「要求と提言」提出（札幌市）
14日㈮　全国自治研集会（～ 15日　仙台市）
15日㈯　指定管理者制度に対する取り組み方針確立 
　　　　にむけた学習会（札幌市）
19日㈬　「戦争をさせない」総がかり行動（札幌市）
21日㈮　自治体退職者会北海道本部第33回定期総会
　　　　（札幌市）

10月

道本部ホームページ

組合員専用ページは
ユーザー名：minnade
パスワード：danketsu2013

自治労北海道

JICHIRO スケジュール
賃金確定、現業公企統一闘争スケジュール

第58回定期大会特集号
２ ３～ 面

・大会質議討論

６ 面

・事前会議・評議会報告

８ 面

・2017年度道本部執行体制

７ 面

・道人事委員会勧告
・道消防協40周年記念祝賀会
・職場だより「日高地方本部」
・ささきさんの国会だより

４ ５～ 面

・写真、機関紙コンクール
・来賓あいさつ

～テーマと講師～
10月19日㈬ プーシキンとブロークの叙事詩を声演する─前倒し1917年ロシア十月革命追悼

工藤　正廣（北海道大学名誉教授・ロシア文学）

11月16日㈬ 再度の奄美史 ～改めて『父の物語』に思う
森山軍治郎（民衆史家）

12月21日㈬ 太宰　治文学の新解釈 ─「思い出」を中心に─
神谷　忠孝（北海道大学名誉教授）

１月18日㈬ 戦後派作家と教養
水溜真由美（北海道大学大学院 文学研究科准教授）

２月22日㈬ ヒトの寿命は延ばせるか ～幹細胞と寿命の話
栃内　　新（前北海道大学大学院教授）

３月15日㈬ 小樽をめぐるもうひとつの群像─マイナーな人々に光をあてて─
北村　　巌（北海道文教大学講師）

●期間　2016年10月～2017年３月
●時間　18：00 ～ 20：00（講演１時間30分他質疑応答）
●会場　北海道自治労会館（札幌市北区北６条西７丁目）
　　　　６回通し券 3,000円・当日受講 700円
●主催　労文協または自治労会館事務局

２回目

３回目

４回目

５回目

６回目

１回目

（社）北海道労働文化協会／札幌市中央区北４条西12丁目 ほくろうビル
（☎ 011－261－0020）

（財）北海道自治労会館／札幌市北区北６条西７丁目 　　　　　　　
（☎ 011－747－1457）

10月20日（水）

11月17日（水）

12月15日（水）

１月19日（水）

２月23日（水）

３月16日（水）

森山 軍治郎（専修大学北海道短期大学教授）

工藤　正廣（北海道大学名誉教授・ロシア文学）

小野　有五（北海道大学地球環境科学研究院教授）

神谷　忠孝（北海道文教大学教授）

前川　光司（前北海道大学北方生物圏フィールド科学センター教授）

山本　　司（短歌評論家）

２回目

３回目

４回目

５回目

６回目

１回目

主　催

● 期　　　間

● 時　　　間

● 会　　　場

● 参加整理券

● 申　込　先

2010年10月～2011年３月
１８：００～２０：００（講演１時間30分他質疑応答）

北海道自治労会館（札幌市北区北６条西７丁目）東向き

６回通し券 2,000円・当日受講 500円

労文協または自治労会館事務局

労文協 講座
第22回

～テーマと講師～

済州島四・三事件と日本

津軽方言エクリチュールの可能性

ブブノワさんと私 ─日本にロシア・アヴァンギャルドを伝えた女性─

日韓併合100年

イワナよもやま話 ─その進化生態学周辺─

山田あき概論  ─追随を許さぬ地平─

2010年度

28

2016年度

◇要求書の一斉提出 10月24日（月）

◇回答指定日 11月２日（水）

◇重点交渉期間 11月４日（金）～16日（水）

◇地本別現業・公企総決起集会 10月24日（月）～11月14日（月）

◇腕章着用 11月14日（月）～闘争終結まで

11月16日（水）～11月17日（木）◇超勤拒否

◇道本部統一行動日
１時間を上限とするストライキ戦術を配置

11月17日（木）

11月17日（木）◇出張・諸会議拒否

◇道本部現業・公企総決起集会 10月22日（土）

◇組合旗掲揚 10月24日（月）～闘争終結まで

た
が
、
９
月
11
日
、
心
臓
移

植
手
術
が
成
功
し
ま
し
た
。

　

米
国
で
心
臓
移
植
手
術
を

受
け
る
に
は
、
３
億
２
千
万

円
の
費
用
が
必
要
な
こ
と
か

ら
、「
た
ま
き
ち
ゃ
ん
を
救
う

会
」
が
今
年
２
月
に
結
成
さ

れ
、
全
国
６
地
域
で
の
募
金

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
し

た
。
道
本
部
は
、
日
高
町
職

か
ら
の
要
請
を
受
け
、「
た
ま

き
ち
ゃ
ん
を
救
う
会
」
の
趣

旨
に
賛
同
し
、
支
援
カ
ン
パ

の
取
り
組
み
を
実
施
し
、
53

地
方
本
部
・
単
組
・
総
支
部

（
社
保
労
連
北
海
道
含
む
）

か
ら
、
２
，
０
３
９
，
６
３

４
円
を
集
約
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
の
取
り
組
み
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
労
働
基
準
法
改
悪
、
労

働
規
制
緩
和
な
ど
に
反
対

し
、
安
倍
政
権
の
さ
ら
な
る

暴
走
に
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
、
こ
の
間
培
っ
た
大
衆
的

な
運
動
を
さ
ら
に
強
化
し
、

国
内
世
論
の
喚
起
を
は
か
る

と
と
も
に
、
新
た
な
政
治
決

戦
に
む
け
参
院
選
の
総
括
か

ら
組
合
員
と
の
往
復
運
動
を

日
常
か
ら
強
化
し
て
い
く
。

　

今
大
会
で
４
人
の
執
行
委

員
が
入
れ
替
わ
り
、
大
出
委

員
長
を
先
頭
に
新
執
行
部
が

誕
生
し
た
。

態
な
ど
を
踏
ま
え
交
渉
・
協

議
を
進
め
る
。

　

組
織
強
化
・
拡
大
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、「
第
13
次

長
期
計
画
」
を
踏
ま
え
、
次

代
の
担
い
手
育
成
と
新
規
採

用
者
、
非
正
規
労
働
者
の
組

織
化
を
重
点
課
題
と
し
て
取

り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に

男
女
が
と
も
に
担
う
運
動
で

は
、
組
合
員
の
意
識
改
革
を

進
め
職
場
や
地
域
の
改
革
に

つ
な
げ
る
。

　

「
改
憲
勢
力
」
が
３
分
の

２
の
議
席
を
確
保
し
、
憲
法

改
悪
、
原
発
再
稼
働
な
ど
を

の
一
部
を
、
地
方
に
な
い
手

当
の
引
き
上
げ
に
配
分
し
た

こ
と
か
ら
、
賃
金
改
定
に
お

い
て
は
、
給
与
原
資
の
活
用

を
求
め
て
い
く
。
ま
た
、
扶

養
手
当
の
見
直
し
で
は
、
配

偶
者
の
手
当
を
減
額
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
が
、
扶
養

手
当
は
生
活
給
そ
の
も
の
で

あ
り
、
民
間
企
業
の
支
給
実

　

２
０
１
６
賃
金
確
定
闘
争

で
は
、
人
事
院
が
３
年
連
続

の
月
例
給
・
一
時
金
を
引
き

上
げ
る
勧
告
を
行
っ
た
が
、

昨
年
と
同
様
に
、
給
与
制
度

の
総
合
的
見
直
し
に
よ
る
現

給
保
障
の
経
過
措
置
が
適
用

さ
れ
て
い
る
職
員
に
対
し
て

は
、
引
き
上
げ
の
効
果
が
現

れ
な
い
。
さ
ら
に
官
民
較
差

　

２
日
間
の
討
論
で
経
過
２

人
、
方
針
に
30
人
の
発
言
が

あ
り
方
針
が
補
強
さ
れ
た
。

（
２
～
３
面
参
照
）

道
本
部
は
、
９
月
29
日
、
30
日
の
両
日
、
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
で
「
第
58
回
定

期
大
会
」
を
開
き
、全
道
か
ら
５
４
１
人
（
う
ち
女
性
75
人
13
・
９
％
）
が
参
加
し
た
。

大
会
で
は
一
年
間
の
運
動
方
針
と
、
秋
期
闘
争
を
は
じ
め
と
す
る
当
面
の
闘
争
方
針
、

組
織
強
化
・
拡
大
長
期
計
画
な
ど
10
本
の
議
案
や
、
賃
金
、
反
原
発
に
か
か
わ
る
２
本

の
決
議
と
大
会
宣
言
案
を
採
択
し
、大
出
委
員
長
を
は
じ
め
新
執
行
体
制
を
確
立
し
た
。

　

日
高
町
職
元
執
行
委
員
長

で
あ
る
佐
々
木
光
由
氏
の
お

孫
さ
ん
「
青
山
環
（
あ
お
や

ま
た
ま
き
）」
ち
ゃ
ん
（
２

歳
）
は
、
心
臓
の
機
能
が
低

下
す
る
進
行
性
の
難
病
で

「
拡
張
型
心
筋
症
」
と
い
う

重
い
心
臓
病
を
患
い
、
渡
米

し
て
心
臓
移
植
手
術
を
受
け

る
こ
と
が
必
要
な
状
態
で
し

を
展
開
し
て
い
く
」
と
決
意
を
述
べ

た
。
ま
た
、
２
０
１
６
確
定
闘
争
で

は
「
組
合
員
の
期
待
に
応
え
る
べ
く

人
勧
を
最
低
限
と
し
な
が
ら
労
使

交
渉
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
」
と
参
加
者
に
呼
び
か
け
た
。

　

政
治
闘
争
に
つ
い
て
、「
安
倍
政
治

に
終
止
符
を
撃
ち
、
国
民
・
労
働
者

の
た
め
の
政
治
を
取
り
戻
す
。
労
働

運
動
と
政
治
と
の
関
連
性
を
組
合
員

に
訴
え
る
こ
と
を
意
識
し
た
取
り
組

み
を
強
化
し
よ
う
」
と
訴
え
た
。

　

組
織
強
化
に
つ
い
て
、「
最
重
点
課

題
と
位
置
け
て
い
る
『
次
代
の
担
い

手
育
成
』『
新
規
採
用
者
』『
非
正
規
労

働
者
』
の
組
織
化
に
加
え
て
、『
地
方

本
部
の
統
合
・
再
編
』
を
全
体
で
取

り
組
み
道
本
部
組
織
建
設
を
は
か
ろ

う
」
と
訴
え
た
。

　

大
出
委
員
長
は
相
次
ぐ
台
風
の
お

見
舞
を
述
べ
、「
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
。『
災
害
救
援
カ
ン
パ
』
の
積
極
的

な
取
り
組
み
を
要
請
す
る
」
と
し
、

「
経
済
闘
争
」「
政
治
闘
争
」「
組
織
強

化
」
の
３
点
の
運
動
課
題
に
触
れ
あ

い
さ
つ
し
た
。

　

経
済
闘
争
に
つ
い
て
「
安
倍
政
権

が
進
め
る
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
、

本
質
を
見
抜
く
必
要
が
あ
り
、
社
会

的
な
世
論
喚
起
に
む
け
た
取
り
組
み

全道から541人が参加し、2017年度方針を確立した＝９月29 ～ 30日、札幌市・ポールスター

組織強化・拡大を重点課題

新
た
な
政
治
決
戦
に
む
け

日
常
活
動
を
強
化

特 集 第58回 道本部定期大会

青山環ちゃん、心臓移植手術成功

執行委員長・大出彰良

道
本
部
あ
い
さ
つ

組
合
員
の
期
待
に
応
え
る

支
援
カ
ン
パ 

２
０
４
万
円
集
約

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒060-0806　札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電　話　011-747-3211
ＦＡＸ　011-700-2053
編集・発行　佐々木直人

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。
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■
自
治
研
活
動
で
地
域
と
交
流

加門代議員

（富良野市労連）

■�

住
民
と
地
域
医
療
を
守
る

帰山代議員

（渡島地本）

■�
再
編
・
統
合
の
情
報
提
供
を

米田代議員

（留萌地本）

■
病
院
職
員
の
組
織
化
を
得
る

小森代議員

（厚沢部町職）

■
泊
原
発
の
安
全
体
制
強
化
を

水野代議員

（共和町職）

■�
第
２
の
賃
金
闘
争
重
点
に

中岡中央委員

（士別市職労）

■�

役
員
を
担
え
る
環
境
整
備
を

結城代議員

（斜里町労連）

■
非
正
規
の
組
織
化
と
処
遇
改
善

堺代議員

（札幌市職連）

■�

二
次
医
療
圏
の
状
況
把
握
を

佐々木代議員

（函館病労）

■
非
正
規
問
題
は
労
働
者
全
体
で

中谷代議員

（くしろ児童厚生員ユニオン）

■「
指
定
管
」は
共
通
理
解
が
必
要

鷲津代議員

（室蘭福祉事業協会労組）

■
財
政
再
建
に
む
け
支
援
を

■
全
国
野
球
を
組
織
強
化
に

佐藤代議員

芳賀代議員

（夕張市職労）

（石狩市職労）

　

地
域
と
の
交
流
の
方
策
と

し
て
自
治
研
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
自
治
研
活
動
を

つ
う
じ
て
感
じ
た
楽
し
さ
や

充
実
感
を
、
今
後
の
組
合
活

動
・
地
域
活
動
の
一
助
と
な

る
よ
う
取
り
組
み
を
継
続
す

る
。
全
国
自
治
研
で
他
の
事

例
か
ら
学
び
、
来
年
以
降
の

取
り
組
み
に
つ
な
げ
る
。

数
擁
立
で
厳
し
い
取
り
組
み

と
な
っ
た
。
党
や
連
合
へ
の

意
見
反
映
を
。

　

松
前
病
院
は
７
月
に
病
院

長
が
退
職
。
組
合
は
地
域
医

療
と
職
員
の
雇
用
確
保
に
む

け
要
求
書
を
提
出
し
た
が
医

師
確
保
は
難
し
い
。
地
域
医

療
を
守
る
た
め
、
住
民
と
一

緒
に
運
動
を
進
め
る
の
が
重

要
。

　

参
院
選
は
厳
し
い
た
た
か

い
だ
っ
た
が
、
退
職
者
・
Ｏ

Ｂ
に
声
を
か
け
る
こ
と
や
、

政
治
学
習
会
を
行
っ
た
。

　

地
本
再
編
・
統
合
に
つ
い

て
、
上
川
・
宗
谷
地
本
と
統

合
す
る
協
議
を
行
う
ほ
か
、

空
知
と
の
統
合
に
つ
い
て
も

選
択
肢
と
な
る
。
道
本
部
か

ら
情
報
提
供
を
お
願
い
す

る
。

　

昨
年
10
月
に
公
立
病
院
の

統
合
再
編
が
提
案
さ
れ
た
。

学
習
会
な
ど
の
対
策
を
進
め

て
き
た
結
果
、
病
院
職
員
の

組
織
化
や
厚
沢
部
国
保
病
院

の
再
編
阻
止
な
ど
成
果
を
得

た
。
今
後
も
公
立
病
院
プ
ラ

ン
策
定
作
業
の
早
期
着
手
な

ど
対
策
を
進
め
る
。
道
本
部

の
情
報
提
供
を
求
め
る
。

　

泊
原
発
の
再
稼
働
に
つ
い

て
、
北
電
は
２
０
１
７
年
度

中
の
再
稼
働
を
視
野
に
入
れ

て
い
る
。「
地
元
同
意
」
に
あ

た
っ
て
は
拙
速
な
同
意
を
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
連
合

推
薦
町
議
な
ど
に
働
き
か

け
、
確
固
た
る
安
全
体
制
の

強
化
を
強
く
求
め
て
い
き
た

い
。

　

自
主
福
祉
活
動
を
「
第
２

の
賃
金
闘
争
」
と
位
置
づ
け
、

団
体
生
命
共
済
の
新
規
加
入

推
進
を
重
点
に
置
き
、
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。
今
後

も
組
合
員
の
福
利
厚
生
の
充

実
、
自
治
労
共
済
加
入
推
進

活
動
を
つ
う
じ
た
組
合
活
動

の
強
化
を
め
ざ
す
。

　

男
女
が
と
も
に
担
う
自
治

労
北
海
道
本
部
計
画
策
定

で
、
単
組
・
地
本
役
員
を
担

う
女
性
は
増
え
、
運
動
は
前

進
し
て
い
る
。
仕
事
・
家

庭
・
組
合
の
両
立
が
大
変
だ

と
い
う
声
も
あ
が
っ
て
い

る
。
女
性
が
役
員
を
担
い
や

す
く
な
る
よ
う
な
環
境
整
備

を
お
願
い
す
る
。

　

法
改
正
に
よ
り
、
保
育
・

介
護
・
福
祉
職
場
で
の
労
働

環
境
悪
化
や
生
活
困
窮
者
の

さ
ら
な
る
格
差
・
貧
困
の
拡

大
が
懸
念
さ
れ
る
。
行
政
・

　

道
か
ら
北
海
道
地
域
医
療

構
想
（
素
案
）
が
出
さ
れ
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
へ
の

意
見
反
映
を
募
集
を
し
て
お

り
、
道
本
部
と
し
て
も
取
り

雇
用
年
限
の
つ
い
て
い
る
非

正
規
職
員
の
仲
間
づ
く
り
は

困
難
を
と
も
な
う
。
正
規
職

員
の
支
援
、
協
力
が
な
け
れ

ば
組
合
加
入
・
組
織
化
は
実

現
し
な
い
。
非
正
規
労
働
者

の
問
題
は
、
労
働
者
全
体
の

取
り
組
み
と
し
て
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
解
決
し
な
い
。

　

町
立
中
標
津
病
院
で
嘱
託

職
員
協
議
会
を
結
成
し
た
。

　

指
定
管
理
者
制
度
導
入
か

ら
10
年
が
経
過
し
た
。
大
事

な
こ
と
は
発
注
者
側
の
自
治

体
労
働
者
と
受
注
側
の
民
間

労
働
者
の
「
課
題
の
共
通
理

解
」
。
各
自
治
体
単
組
で
「
雇

用
不
安
を
解
消
す
る
」
組
織

討
議
を
お
願
い
し
た
い
。
あ

わ
せ
て
公
契
約
条
例
制
定
に

む
け
た
道
本
部
の
見
解
を
。

　

財
政
破
綻
か
ら
10
年
が
経

過
し
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
仲

間
の
支
援
に
よ
り
市
民
サ
ー
　

全
国
野
球
大
会
に
出
場

ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

再
建
に
む
け
て
第
三
者
委

員
会
に
よ
る
計
画
の
検
証
を

行
い
、
抜
本
的
見
直
し
を
行

っ
て
い
る
。
引
き
続
き
み
な

さ
ん
の
支
援
を
。

し
、
守
り
抜
く
野
球
で
準
決

勝
へ
進
出
し
た
。
全
国
３
位

と
い
う
成
績
で
選
手
は
自
信

と
な
っ
た
。
職
場
の
組
織
強

化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

三浦書記長

川本中央執行委員長平川特別執行委員高橋道議会議員

各
評
議
会
報
告

経
過
質
疑
に
対
す
る
答
弁

経
過
に
対
す
る
質
疑

本
部
あ
い
さ
つ

中
央
情
勢
報
告

政
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
報
告

『
経
過
』を
大
切
に
組
織
強
化
・
拡
大

　

人
事
院
勧
告
は
３
年
連
続

の
引
き
上
げ
と
な
っ
た
が
国

と
地
方
の
差
が
広
が
る
不
満

な
内
容
だ
。
単
組
か
ら
の
積

み
上
げ
た
運
動
が
必
要
。
安

倍
内
閣
の
経
済
政
策
で
景
気

回
復
は
実
感
で
き
な
い
。
安

倍
政
権
が
憲
法
の
理
念
に
逆

　

消
費
税
増
税
再
延
期
に
よ

り
、
社
会
保
障
の
給
付
削
減

が
懸
念
さ
れ
る
。
安
倍
総
理

　

台
風
被
害
に
よ
り
甚
大
な

被
害
が
で
た
。
災
害
に
強
い

自
治
体
を
求
め
て
い
く
。

行
し
て
い
る
こ
と
を
広
め
る

た
め
中
央･

地
方
の
重
層
的

な
運
動
が
必
要
。
参
院
選
で

組
織
内
「
え
さ
き
」
は
18
万

票
を
獲
得
し
た
が
自
治
労
組

合
員
は
81
万
で
あ
り
組
織
的

力
量
の
現
状
を
受
け
止
め
る

必
要
が
あ
る
。新
規
採
用
者
、

非
常
勤
職
員
組
織
化
、
女
性

参
画
の
取
り
組
み
を
強
化
す

る
た
め
、
組
合
員
、
現
場
の

声
を
反
映
し
組
織
点
検
・
強

化
を
は
か
ろ
う
。

は
、
財
源
確
保
を
明
言
せ
ず

無
責
任
な
対
応
を
繰
り
返
し

て
い
る
の
は
問
題
。
連
合

は
、
社
会
保
障
・
税
の
一
体

改
革
の
推
進
と
人
へ
の
投
資

を
は
じ
め
と
し
て
、
暮
ら
し

の
底
上
げ
の
取
り
組
み
を
進

め
る
。

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
赤
字
路
線

の
存
廃
問
題
、
道
内
空
港
の

民
営
化
問
題
、
泊
原
発
の
再

稼
働
、
道
人
事
委
員
会
勧
告

後
の
対
応
な
ど
課
題
は
多
く

あ
る
が
、
道
本
部
連
携
を
は

か
り
な
が
ら
対
応
を
行
っ
て

い
く
。

　

夕
張
問
題
に
つ
い
て
は
、

道
本
部
、
地
本
、
単
組
が
一

体
で
取
り
組
ん
で
き
た
。
今

後
も
、
処
遇
改
善
な
ど
の
取

り
組
み
や
本
部
と
連
携
し
て

総
務
省
対
策
を
し
て
い
く
。

　

全
国
野
球
大
会
で
は
、
石

狩
市
職
労
は
松
戸
市
職
に
敗

れ
は
し
た
も
の
奮
闘
し
た
。

来
年
も
野
球
大
会
、
女
子
バ

レ
ー
大
会
に
参
加
し
て
、
交

流
を
深
め
て
ほ
し
い
。

�〔
公
共
民
間
労
組
協
議
会
〕

〔
社
会
福
祉
評
議
会
〕

〔
衛
生
医
療
評
議
会
〕

�〔
臨
時
非
常
勤
等
職
員
連
絡
会
議
〕

組
む
。
今
後
、
経
営
形
態
の

見
直
し
や
病
院
統
合
な
ど
加

速
度
的
に
展
開
さ
れ
る
。
単

組
・
総
支
部
で
も
二
次
医
療

圏
で
の
状
況
把
握
な
ど
情
報

提
供
を
。

方
針
に
対
す
る
質
疑

■
窓
口
業
務
委
託
で
不
安
の
声

松本代議員

（室蘭市職労）

　

６
月
議
会
で
窓
口
業
務
の

民
間
委
託
が
提
案
さ
れ
た
。

約
半
数
の
嘱
託
職
員
が
長
期

雇
用
さ
れ
て
い
る
が
、
民
間

委
託
に
よ
る
解
雇
、
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
な
ど
不
安
の
声
が

多
く
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
自

治
労
全
体
で
の
反
対
運
動
が

不
可
欠
。
早
急
な
取
り
組
み

の
強
化
を
。

■�

地
本
統
合
・
再
編
は
慎
重
に

鈴木代議員

（釧根地本）

　

地
方
本
部
の
統
合
・
再
編

は
慎
重
な
点
検
が
必
要
。
３

地
本
で
各
地
本
の
意
見
交
換

を
行
い
、
地
方
本
部
の
役
割

を
再
確
認
し
、
新
た
な
地
方

本
部
像
の
提
言
を
目
標
に
取

り
組
む
。
弟
子
屈
町
に
働
き

か
け
、
学
習
会
を
行
う
こ
と

を
確
認
し
た
。
組
織
強
化
・

拡
大
を
取
り
組
む
。

■�

国
保
法
改
正
は
市
町
村
と

岡村代議員

（国保連労組）

　

５
月
に
国
保
法
改
正
法
案

が
成
立
し
、
国
保
制
度
が
創

立
さ
れ
て
以
来
の
大
改
革
。

「
道
政
へ
の
要
求
と
提
言
」

へ
の
支
援
に
感
謝
。
北
海
道

で
は
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

を
立
ち
上
げ
る
な
ど
市
町
村

と
と
も
に
諸
問
題
解
決
に
む

け
て
検
討
を
し
て
い
る
。
道

本
部
と
と
も
に
引
き
続
き
取

り
組
み
を
進
め
た
い
。

■
足
寄
で
消
防
協
結
成
の
議
論

小林代議員

（十勝地本）

助
言
体
制
の
確
立
や
単
組
指

導
体
制
を
つ
く
る
た
め
、
組

織
の
ス
リ
ム
化
も
視
野
に
入

れ
て
い
る
。
早
期
に
具
体
的

方
針
を
。
足
寄
で
消
防
協
結

成
に
む
け
て
議
論
を
進
め
て

い
る
。
丁
寧
な
オ
ル
グ
展
開

か
ら
組
織
化
に
つ
な
げ
る
。

　

「
13
次
長
計
」に
つ
い
て
、

合
併
あ
り
き
で
な
く
、
地
方

本
部
間
の
横
断
的
な
相
談
・

■
人
事
評
価
は
労
使
交
渉
で

伊藤代議員

（津別町職）

　

人
事
評
価
制
度
は
評
価
す

る
側
、
さ
れ
る
側
と
も
に
不

明
な
部
分
が
多
く
、
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
は
上
が
ら
ず
不
安

を
あ
お
る
状
況
。
賃
金
を
削

減
す
る
道
具
に
さ
れ
て
は
な

ら
な
い
。
納
得
性
、
妥
当
性

が
得
ら
れ
る
労
使
交
渉
が
必

要
。
情
勢
認
識
を
一
致
さ
せ

る
た
め
に
機
関
紙
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
活
用
が
必
要
。

■
交
通
政
策
担
当
者
の
配
置
を

田村代議員

（札交労）

　

自
治
労
・
都
市
交
が
統
合

し
て
４
年
間
の
経
過
措
置
が

終
了
す
る
。
交
通
政
策
の
浸

透
を
は
か
る
べ
く
、
各
地
本

に
交
通
政
策
担
当
者
を
配
置

で
き
る
体
制
の
構
築
が
必
要

で
あ
り
、「
現
業
公
企
都
市
交

評
議
会
」「
各
地
本
」
と
一
体

と
な
り
議
論
を
開
始
し
た
い
。

■�

非
正
規
の
組
織
化
取
り
組
む

森川代議員

（上川地本）

に
む
け
、
組
織
拡
大
検
討
委

員
会
を
設
置
し
取
り
組
み
を

進
め
、
各
闘
争
期
に
権
利
の

拡
大
を
勝
ち
取
っ
て
き
た

が
、
職
場
で
の
関
わ
り
は
十

分
と
は
言
え
な
い
状
況
。
今

後
も
職
場
実
態
の
把
握
や
学

習
・
交
流
会
の
開
催
な
ど
取

り
組
み
を
進
め
る
。

■
今
の
政
治
状
況
は
許
し
難
い

田丸代議員

（全道庁労連渡島総支部）

へ
の
呼
び
か
け
や
青
年
層
へ

の
働
き
か
け
、
政
治
学
習
会

で
組
合
に
お
け
る
政
治
闘
争

の
必
要
性
を
確
認
し
た
。
次

の
活
動
に
つ
な
が
る
組
織
強

化
と
な
っ
た
。
今
の
政
治
状

　

非
正
規
労
働
者
の
組
織
化

　

参
院
選
で
は
候
補
者
の
複

　

参
院
選
で
は
、
全
組
合
員
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■
生
活
・
職
場
実
態
変
え
る

本田代議員

（平取町職労）

■
女
性
が
集
ま
る
場
は
重
要

大浦中央委員

（足寄町職労）

森田代議員

（札幌市労）

　

確
定
闘
争
で
は
、「
自
分
た

ち
の
こ
と
は
自
分
た
ち
で
解

決
す
る
」
と
い
う
意
識
で

「
統
一
要
請
書
行
動
」
を
全

単
組
・
総
支
部
で
取
り
組

　

「
女
性
が
集
ま
る
場
」
は
、

各
世
代
を
つ
な
ぎ
、
情
報
共

有
を
す
る
場
と
し
て
非
常
に

重
要
。
女
性
部
は
一
人
ひ
と

り
が
安
心
し
て
健
康
で
働
き

続
け
ら
れ
る
職
場
環
境
づ
く

り
の
た
め
「
男
女
が
と
も
に

担
う
自
治
労
北
海
道
第
4
次

計
画
」
を
推
進
す
る
と
と
も

に
人
材
育
成
・
組
織
強
化
を

は
か
っ
て
い
く
。

　

現
業
職
場
で
は
、
民
間
委

託
や
非
正
規
職
員
へ
の
移
行

が
進
み
人
員
が
減
少
し
て
い

討
論
の
ま
と
め

大
出
委
員
長

■�

自
治
労
共
済
で
組
織
化
に

奈良代議員

（日高町職）

■
自
治
体
病
院
の
危
機
迫
る

小林代議員

（室蘭病労）

パ
」
へ
の
協
力
に
感
謝
。

　

今
春
闘
で
非
正
規
職
員
の

賃
金
改
善
を
勝
ち
取
っ
た
。

自
治
労
共
済
は
組
織
化
に
つ

な
が
る
の
で
、
組
織
化
や
権

利
拡
大
と
連
携
さ
せ
取
り
組

み
を
進
め
る
。
ま
た
、
人
員

の
適
正
配
置
・
人
員
増
に
む

け
た
取
り
組
み
強
化
を
要
請

す
る
。

部
と
し
て
の
見
解
を
。

　

医
療
職
場
で
は
、
地
域
医

療
構
想
の
な
か
で
縮
小
再
編

が
求
め
ら
れ
厳
し
い
現
状
に

あ
り
、
自
治
体
病
院
と
し
て

危
機
が
迫
っ
て
い
る
。
道
本

部
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

〔
青
年
部
〕

〔
女
性
部
〕

〔
現
業
公
企
都
市
交
評
議
会
〕

■
民
間
委
託
後
の
検
証
を

　

評
議
会
な
ど
か
ら
の
発
言

を
含
め
全
体
で
32
本
の
発
言

で
方
針
が
補
強
さ
れ
た
。

　

賃
金
確
定
闘
争
は
、
人
事

院
勧
告
を
最
低
限
と
し
て
単

組
の
課
題
を
ど
れ
だ
け
前
進

さ
せ
る
か
が
課
題
で
あ
る
。

政
治
の
道
具
に
さ
せ
な
い
た

め
に
、
国
会
内
外
の
た
た
か

い
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を

意
思
統
一
し
た
い
。

　

政
治
闘
争
に
つ
い
て
、
参

院
選
挙
で
の
取
り
組
み
で
そ

れ
ぞ
れ
成
果
・
教
訓
が
あ
っ

た
。
今
後
の
た
た
か
い
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
。
日
頃
ど
れ
だ
け
組

合
員
と
人
間
関
係
を
つ

く
れ
る
か
。
日
常
の
運

動
と
の
連
携
を
意
識
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

男
女
が
と
も
に
担
う

北
海
道
計
画
に
つ
い

て
、
道
本
部
執
行
体
制

も
女
性
が
６
人
と
な

る
。
こ
れ
を
普
通
に
し

た
い
。
女
性
参
加
を
意

識
的
に
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
男
女
双
方

が
意
識
し
あ
う
こ
と
が
運
動

の
ス
タ
ー
ト
だ
。

　

現
在
の
地
方
本
部
体
制
は

活
動
家
の
育
成
と
単
組
強
化

が
大
き
な
目
標
だ
っ
た
。
合

理
化
の
進
行
で
組
織
人
員
が

減
少
、
同
時
に
活
動
家
も
減

少
し
、
運
動
量
や
組
織
へ
の

求
心
力
が
低
下
し
て
い
る
。

待
っ
た
な
し
の
現
状
で
あ

り
、
新
規
採
用
者
、
非
正
規

の
組
織
化
な
ど
の
重
点
課
題

を
全
単
組
で
取
り
組
み
道
本

部
組
織
建
設
を
進
め
て
ほ
し

い
。
た
た
か
い
は
、
結
果
も

大
事
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
そ

こ
に
至
る
経
過
を
大
切
に
し

て
ほ
し
い
。
組
織
全
体
が
ゴ

ソ
ゴ
ソ
と
動
き
出
す
躍
動
感

を
作
る
こ
と
を
意
識
し
よ

う
。

方
針
質
疑
に
対
す
る
答
弁

和田副委員長

　

臨
・
非
の
組
織
化
に
む

け
、
正
規
の
協
力
は
欠
か
せ

な
い
。
上
川
地
本
の
取
り
組

み
に
学
び
、
組
織
率
を
あ
げ

る
た
め
、「
拡
大
行
動
計
画
」

へ
の
協
力
を
。

　

雇
止
め
を
阻
止
し
、
無
期

雇
用
へ
の
転
換
を
は
か
り
、

さ
ら
な
る
組
織
化
と
拡
大
に

む
け
て
、
自
治
体
単
組
と
も

協
力
し
な
が
ら
雇
用
の
継
続

と
保
障
を
確
立
し
て
い
く
。

　

青
年
部
の
「
要
請
書
行

動
」
を
最
後
ま
で
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
。
道
本
部
は
組
織

強
化
・
拡
大
の
柱
に
次
世
代

育
成
を
掲
げ
て
い
る
。
学
習

機
会
の
確
保
に
取
り
組
む
。

　

女
性
活
躍
と
い
う
言
葉
に

惑
わ
さ
れ
ず
、
社
会
保
障
全

体
の
議
論
か
ら
中
央
・
連
合

に
意
見
反
映
す
る
。

　

災
害
が
起
き
る
た
び
に
言

わ
れ
る
直
営
堅
持
の
重
要
性

や
現
場
力
な
ど
を
積
み
重
ね

て
い
く
こ
と
が
必
要
。
現
業

公
企
統
一
闘
争
に
結
集
し
た

取
り
組
み
を
お
願
い
し
た
い
。

　

弟
子
屈
の
課
題
に
つ
い

て
、
道
本
部
も
連
携
し
、
引

き
続
き
現
地
へ
の
対
応
な
ど

を
進
め
る
。

　

地
方
の
交
通
政
策
を
ど
う

共
有
す
る
か
、
評
議
会
と
意

見
交
換
し
、
方
向
性
を
見
い

出
し
て
い
き
た
い
。

　

消
防
職
員
の
組
織
化
に
つ

い
て
、
学
習
と
交
流
か
ら
着

実
に
組
織
化
が
進
ん
で
い

る
。
十
勝
地
本
の
先
進
的
な

運
動
に
学
び
な
が
ら
、
引
き

続
き
連
携
し
て
い
き
た
い
。

難波副委員長

　

医
療
問
題
に
つ
い
て
、
多

く
の
課
題
が
あ
る
が
、
公
立

病
院
改
革
は
組
織
課
題
。
地

域
運
動
を
意
識
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

国
保
法
改
正
は
大
き
な
問

題
で
あ
り
、
組
織
内
議
員
な

ど
と
連
携
し
て
引
き
続
き
取

り
組
む
。

　

指
定
管
理
・
公
契
約
に
つ

い
て
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
劣

化
さ
せ
な
い
た
め
に
も
重
要

で
あ
り
、
当
事
者
間
で
の
議

論
・
連
携
が
必
要
。

　

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式

（
骨
太
方
針
）
は
、
雇
用
・

賃
金
悪
化
に
つ
な
が
る
。
安

易
な
導
入
に
は
断
固
反
対
し

て
い
く
。
引
き
続
き
、
情
報

収
集
を
行
っ
て
い
く
。

　

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
貿
易
協

定
（
Ｔ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
は
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
と
同
様
に
公
共
サ
ー
ビ
ス

全
般
の
課
題
と
認
識
し
、
対

応
を
進
め
る
。

　

自
治
研
活
動
は
、
組
合
活

動
へ
の
ツ
ー
ル
と
も
な
り
う

る
。
裾
野
を
広
げ
る
運
動
を

進
め
る
。

　

脱
原
発
に
つ
い
て
、
地
域

住
民
と
連
携
し
な
が
ら
、
具

体
的
な
運
動
を
進
め
る
。

　

政
治
闘
争
の
意
義
が
薄
れ

て
い
る
な
か
、
地
本
・
単
組

で
工
夫
し
た
取
り
組
み
が
報

告
さ
れ
た
。
職
場
に
足
を
運

ぶ
、
日
常
的
な
取
り
組
み
が

重
要
と
認
識
し
て
い
る
。
次

な
る
た
た
か
い
に
む
け
総
括

を
。

　

北
海
道
選
挙
区
候
補
者
の

複
数
擁
立
に
つ
い
て
、
擁
立

作
業
の
遅
れ
な
ど
、
地
域
の

な
か
で
大
変
な
苦
労
が
あ
っ

た
と
認
識
し
て
い
る
。
連
合

を
つ
う
じ
て
、
た
た
か
う
体

制
の
早
期
構
築
に
む
け
意
見

反
映
す
る
。

　

高
橋
道
政
は
主
体
性
が
な

く
、
夕
張
問
題
や
泊
原
発
再

稼
働
な
ど
説
明
責
任
を
果
た

し
て
い
な
い
。
道
議
団
と
の

連
携
や
、「
道
政
へ
の
要
求
と

提
言
」
で
意
見
反
映
し
た
い
。

　

夕
張
問
題
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
本
部
・
単
組
と
連

携
し
て
対
応
す
る
。

　

改
憲
・
反
戦
の
た
た
か
い

に
つ
い
て
、
国
会
内
・
外
で

の
国
民
的
運
動
や
、
職
場
・

地
域
で
の
学
習
・
行
動
の
強

化
が
必
要
。
改
憲
案
で
は
団

体
自
治
を
否
定
し
て
お
り
、

取
り
組
み
の
強
化
が
必
要
。三浦書記長

　

自
治
労
共
済
で
組
合
員
の

可
処
分
所
得
が
増
え
る
の
は

間
違
い
な
い
事
実
。
組
織
化

の
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
て

き
た
こ
と
を
、
全
体
で
学
び

合
い
た
い
。

　

人
事
評
価
制
度
に
つ
い

て
、
２
０
１
６
年
４
月
か
ら

義
務
化
に
な
っ
た
。
目
的
は

あ
く
ま
で
も
人
材
育
成
で
あ

り
、
処
遇
に
は
反
映
さ
せ
な

い
こ
と
を
、
統
一
要
求
書
で

求
め
て
い
く
。

　

扶
養
手
当
の
見
直
し
は
、

子
ど
も
に
増
額
し
た
こ
と
は

評
価
す
る
が
、
配
偶
者
手
当

の
削
減
を
原
資
と
す
る
の
は

許
さ
れ
な
い
。

　

賃
金
確
定
闘
争
は
、
人
勧

準
拠
で
は
、
較
差
は
解
消
で

き
な
い
。
較
差
解
消
に
む
け

て
取
り
組
む
。

　

道
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

各
種
資
料
を
掲
載
し
て
い

る
。
今
後
、
じ
ち
ろ
う
ネ
ッ

ト
も
活
用
し
な
が
ら
情
報
発

信
を
進
め
る
。

　

来
年
の
８
／
19
～
20
に
函

館
市
ほ
か
で
野
球
大
会
を
開

催
す
る
。
ス
ポ
ー
ツ
で
交

流
・
団
結
を
深
め
て
ほ
し
い
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
で

自
治
体
、
単
組
の
取
り
組
み

を
引
き
続
き
後
押
し
す
る
。

　

「
環
ち
ゃ
ん
カ
ン
パ
」
で
小

さ
な
命
が
救
わ
れ
た
。
こ
の

間
の
取
り
組
み
に
感
謝
。

森下企画総務部長

　

地
本
の
再
編
・
統
合
に
つ

い
て
、
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ

ず
、
組
織
強
化
を
展
望
し
、

柔
軟
な
姿
勢
で
活
発
な
議
論

を
お
願
い
し
た
い
。

　

「
男
女
と
も
４
次
長
計
」
に

つ
い
て
、
な
か
な
か
運
動
が

進
ま
な
い
が
、
男
性
・
女
性

が
と
も
に
意
識
を
変
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。「
女
性
リ
ー

ダ
ー
講
座
を
開
催
し
活
動
家

の
発
掘
・
育
成
に
努
め
る
。

地
域
住
民
と
の
連
携
を
深

め
、
社
会
保
障
制
度
の
拡
充

を
推
進
す
る
。
福
祉
職
場
等

で
働
く
多
く
の
非
正
規
労
働

者
の
組
織
化
と
処
遇
改
善
に

む
け
た
取
り
組
み
強
化
を
。

況
は
許
し
難
い
状
況
だ
。

■
公
契
約
制
定
の
取
り
組
み

佐藤代議員

（旭川市職労）

　

全
道
野
球
で
は
地
域
経
済

へ
の
貢
献
を
は
じ
め
参
加
チ

ー
ム
の
協
力
に
感
謝
。
旭
川

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
研
究
会
を

立
ち
上
げ
公
契
約
条
例
の
制

定
に
む
け
て
取
り
組
ん
だ

が
、
内
容
は
理
念
条
例
に
と

ど
ま
り
、
実
効
性
に
乏
し
い
。

研
究
会
へ
の
結
集
や
議
員
と

の
連
携
か
ら
、
私
た
ち
の
求

め
る
内
容
と
し
て
い
く
。

　

Ｔ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
つ
い
て
道
本

■�

結
集
で
き
る
体
制
つ
く
る

藤井代議員

（檜山地本）

が
、
統
合
す
る
こ
と
は
多
く

の
困
難
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
方
本
部
に
各
単
組
が

結
集
で
き
る
体
制
を
構
築
す

る
必
要
が
あ
る
。

■
高
橋
道
政
に
対
す
る
見
解
を

佐藤代議員

（夕張市職労）

　

道
の
会
計
操
作
、
不
適
切

処
理
が
報
道
さ
れ
た
が
、
か

つ
て
夕
張
が
指
摘
さ
れ
て
き

た
こ
と
と
同
じ
内
容
。
夕
張

の
財
政
計
画
は
対
策
委
員
会

で
知
事
へ
の
要
望
書
提
出
を

行
っ
て
き
た
。
知
事
は
三
者

協
議
す
る
と
主
体
性
の
な
い

答
弁
で
終
始
し
て
い
る
。
高

橋
道
政
に
対
す
る
道
本
部
の

見
解
を
。

■�

政
治
闘
争
の
意
義
を
共
有

藤森代議員

（網走市労連）

　

組
合
活
動
の
取
り
組
み
強

化
・
活
性
化
と
並
行
し
政
策

実
現
を
め
ざ
す
た
め
に
、
政

治
闘
争
の
意
義
、
な
ど
組
合

員
と
共
有
す
る
こ
と
が
重

要
。
こ
の
間
の
政
治
闘
争
総

括
か
ら
得
ら
れ
た
課
題
か
ら

学
習
に
つ
な
が
る
具
体
的
な

取
り
組
み
が
必
要
。
そ
の
方

策
に
つ
い
て
道
本
部
の
見
解

を
求
め
る
。

■
男
女
が
と
も
に
運
動
担
う

原代議員

（洞爺湖町労連）

　

人
事
評
価
制
度
結
果
の
活

用
は
賃
金
労
働
条
件
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
。
人
材
育

成
・
交
渉
サ
イ
ク
ル
の
確
立

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
役
場

自
体
が
立
ち
い
か
な
く
な
る
。

　

人
員
が
不
足
す
る
な
か
で

男
女
が
と
も
に
運
動
を
担
っ

て
い
け
る
よ
う
学
習
活
動
に

も
努
め
て
ほ
し
い
。

　

地
本
統
合
・
再
編
は
、
運

動
の
歴
史
や
地
本
運
動
の
柱

を
踏
ま
え
た
議
論
が
必
要
で

■�

地
本
再
編
組
織
強
化
の
視
点
で

長能中央委員

（上川地本）

あ
り
、
道
北
協
議
会
で
議
論

し
て
き
た
が
、
事
態
を
把
握

し
き
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
デ
メ
リ
ッ

ト
だ
け
で
な
く
、
組
織
強
化

が
ど
う
は
か
れ
る
か
に
視
点

を
置
き
議
論
を
進
め
る
。

　

２
年
前
か
ら
渡
島
地
本
と

の
統
合
議
論
を
進
め
て
き

た
。
20
年
間
の
異
な
る
歴
史

を
歩
ん
で
き
た
地
本
同
士

　

ホ
ッ
カ
イ
ド
ウ
競
馬
協
賛

レ
ー
ス
・「
環
ち
ゃ
ん
カ
ン

る
。
直
営
の
維
持
・
民
間
委

託
後
の
検
証
の
必
要
が
あ

る
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
安
定

的
に
提
供
で
き
る
職
場
体
制

の
構
築
に
む
け
、
真
の
地
方

自
治
を
確
立
す
る
た
め
、
先

頭
に
立
っ
て
た
た
か
う
。

む
。
基
本
組
織
と
し
て
、
青

年
部
か
ら
実
態
を
聞
き
取

り
、
学
習
の
機
会
を
つ
く
る

こ
と
を
要
請
す
る
。
厳
し
い

生
活
・
職
場
実
態
を
変
え
る

た
め
運
動
の
前
進
を
は
か
る
。

議
長
団
を
務
め
て
い
た
だ
い

た
、〔
写
真
左
か
ら
〕
真
狩
村
職

労
・
髙
橋
さ
ん
、
増
毛
町
職
・

小
野
さ
ん
、
全
道
庁
労
連
根
室

総
支
部
・
貞
尾
さ
ん
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2016 機関紙・第49回写真コンクール審査
発表

　９月18日、札幌市・道本部内特別応接室で「第49回写真コンクール」の

審査を行った。今年の写真コンクールには、19作品の応募があった。審査

は、「北海道炭鉱遺産写真コンテスト」の審査員でもある、写真家のＫＥＮ

五島さんにお願いし、送られてきた作品を審査したうえで講評をいただい

た。

　五島さんは、「平和への思いが伝わる写真が多かった。ピントや構図が甘

くても、貴重な機会をとらえている素晴らしい作品が多かった」と講評し

た。

貴重な機会をとらえた写真多い

い
や
し
賞（
10
点
）

最優秀賞（１点）優秀賞（４点）

佳作（２点）

最
優
秀
賞（
１
点
）

優
秀
賞（
２
点
）

特別賞（１点）

【作品にかかわるエピソード】
ひらがなも、ままならないのですがお友達や祖父母や私たちに
書いてくれます。
【講評】
小さな女の子が文字を書いたり色々考えたりできる、平和な雰
囲気を良く出している写真である。手のひらにピントが合って
いるが、目にピントが来ていて下の方がトリミングできていれ
ば写真的には完璧な作品となる。背景のぼけ方がすごく良くで
きていて、女の子の存在感を引き立てている。

「札交」 「江別市職労」

「団結ニュース」

「暁雲」
「全道庁あばしり」

「さっぽろ非常勤ニュース」

札幌市交通労組 江別市職労

帯広市労連

札幌医大労組全道庁労連網走総支部

全道庁労連札幌総支部
（一般職臨時非常勤連絡会議）

【作品にかかわるエピソード】
自分たちの結婚式の翌日、親戚一同訪れた動物園にて。夜には『ホーホ
ーホー』と鳴いているであろうフクロウの昼の姿。３羽仲良く目を閉じ、
何かを祈るような睦まじい姿を収めた一枚。似たような顔の自分たちを
彼らに重ね、こんな平和な時間がずっと続けばいいなと感じた瞬間。
【講評】
写真を理解して撮られている。左端の寝ているフクロウにピントを合わ
せて、他をぼかし浮かび上がらせている。それによって立体感がより増
している。野生動物が、人が近くにいても大人しく寝ていられる平和な
時間を人も動物も持てると言うことに感謝するという写真。

【作品にかかわるエピソード】
お店でたった一羽売れ残っていたインコの雛を買いました。カゴを用意するまで
の間、ウズラの飼育ケージに入れたのですが親と思ったらしく、擦り寄っていき
ウズラの上で眠ってしまいました。きっとお店での不安が解消されて安眠できた
のでしょう。そんな一コマです。
【講評】
写真はどんな機会を捉えるかで、記録的な写真ではあるが雛の寝顔が非常にかわ
いいということと、人が近づいても警戒せずに寝ており殺伐とした時代ではこう
はならない。平和な雰囲気が良く出ている写真。

【作品にかかわるエピソード】
息子とこの綺麗な虹を見ることができ、平和だなと感じました。
【講評】
構図に安定感があり、噴水の躍動感とそこに現れた虹の色彩の豊かさが写真
を際立させている。子どもと一緒に来て平和な時間を過ごすことができる。
そこに平和の象徴である虹が出ているということで説得力のある写真。

【
作
品
に
か
か
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
】

４
歳
の
兄
と
１
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
妹
。
１
歳
の

娘
が
初
め
て
外
を
一
人
で
歩
き
、
つ
ま
ず
い
て
転
ん

だ
所
を
息
子
が
助
け
起
こ
し
た
後
、
二
人
で
笑
顔
の

ご
対
面
。

【
講
評
】

家
族
で
楽
し
く
旅
行
を
し
て
、
兄
妹
そ
ろ
っ
て
戯
れ

て
い
る
。
そ
ん
な
平
和
な
時
間
が
、
い
つ
ま
で
も
続

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
と
い
う
気
持
ち
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
写
真
。

佐藤　貴子さ　
　ん

長
谷
川
義
樹
さ
　

　
ん

前
本
　
博
之
さ
　
　
ん

野
中
　
翔
太
さ
　

　
ん

越
田
絵
里
子
さ
　
　
ん

大
西
　
夏
木
さ
　
　
ん

佐
々
木
千
晴
さ
　
　
ん

吉
田
　
学
さ
　
　
ん

窪
田
　
俊
哉
さ
　
　
ん

佐
々
木
綾
子
さ
　
　
ん

村
上
　
和
彦
さ
　
　
ん

今
野
　
徹
さ
　
　
ん

全道庁労連網走総支部

函
館
市
職
労

札
幌
市
職
連

深
川
市
職
労

釧
路
市
役
所
ユ
ニ
オ
ン 札

幌
病
職
労

社
保
労
連
北
海
道
地
本

石
狩
市
職
労

函
館
市
職
労

札
幌
医
大
労
組

全
道
庁
労
連
上
川
総
支
部

全
道
庁
労
連
札
幌
総
支
部

「続けます、平和への願い。
伝えます、真実を。」

「
い
つ
ま
で
も
平
和
に
笑
顔
で
仲
良
く
」

「
虹
の
下
で
」

「
極
上
の
寝
心
地
」

「Ho-Hope-For the 
peace

」

「
だ
い
す
き
な
ひ
と
へ
」

「
明
日
へ
」

「
平
和
へ
の
導
き
」

「
い
つ
も
仲
良
し
！
」

「
無
題
」

「
ま
た
、地
方
の

 

鉄
路
が
消
え
て
ゆ
く
」

「
ふ
た
り
の
平
和
」

連合北海道
出村会長

退職者会
今岡事務局長

道平和運動フォーラム
長田代表

徳永エリ
参議員議員

民進党北海道
市橋幹事長

池田まき民進党北海
道第5区総支部代表

北海道住宅生協
岡島理事長

あいはらくみこ
参議院議員

逢坂誠二
衆議院議員

道消防協
菅原会長

えさきたかし
参議院議員

顧問団
高柳顧問

　

安
倍
政
権
が
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
働
き
方
改
革
は
、

　

参
院
選
で
の
え
さ
き
再
選

は
う
れ
し
い
が
今
回
の
結
果

　

戦
争
法
が
強
行
採
決
さ
れ

１
年
が
経
過
し
た
。
安
倍
首

　

台
風
被
害
で
何
日
も
家
に

帰
る
こ
と
も
で
き
ず
、
対
応

　

参
議
院
選
挙
で
は
、
改
憲

勢
力
で
あ
る
３
分
の
２
議
席

　

５
区
補
選
で
は
敗
れ
て
し

ま
っ
た
が
、
皆
さ
ん
の
お
か

　

８
月
か
ら
10
月
を
勤
労
者

福
祉
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
と

　

参
議
院
選
挙
で
大
き
な
力

を
い
た
だ
い
た
。
頻
発
す
る

　

安
倍
総
理
は
自
己
陶
酔
に

陥
っ
て
い
る
。
地
方
交
付
税

　

結
成
40
周
年
を
迎
え
る
。

こ
の
間
の
自
治
労
の
み
な
さ

　

再
選
は
道
本
部
の
皆
さ
ん

の
力
の
た
ま
も
の
。
私
の
仕

事
は
皆
さ
ん
の
職
場
・
地
域

　

役
員
に
な
っ
て
以
降
お
世

話
に
な
り
感
謝
し
て
い
る
。

　

で
き
な
い
と
言
う
よ
り
で

誰
の
た
め
の
働
き
方
改
革
な

の
か
。
「
働
か
せ
方
改
革
」に

し
て
は
い
け
な
い
。
現
在
、

残
業
代
ゼ
ロ
法
案
が
議
論
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
命

と
健
康
を
守
る
た
め
、
た
た

か
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

で
満
足
し
て
は
い
け
な
い
。

自
治
労
の
力
は
そ
ん
な
も
の

で
は
な
い
。

　

選
挙
は
繰
り
返
さ
れ
る
。

最
大
限
の
力
を
発
揮
し
、
希

望
を
持
て
る
日
本
を
め
ざ
し

て
頑
張
っ
て
い
く
。

相
は
、
憲
法
９
条
の
改
憲
を

目
論
ん
で
い
る
が
、
国
民
は

反
対
し
て
い
る
。
自
民
党
の

改
憲
草
案
で
は
、
個
人
よ
り

国
家
・
家
族
が
優
先
さ
れ
て

い
る
。
戦
争
法
廃
止
に
む
け

運
動
を
引
き
続
き
強
化
す
る
。

し
て
い
る
こ
と
に
対
し
敬
意

を
表
す
。
第
１
９
２
臨
時
国

会
で
は
、
働
き
方
改
革
・
Ｔ
Ｐ

Ｐ
・
憲
法
問
題
な
ど
、歴
史
が

変
わ
る
よ
う
な
大
き
な
課
題

ば
か
り
。
大
切
な
も
の
は
し

っ
か
り
守
っ
て
い
く
。

を
許
す
こ
と
と
な
っ
た
。
格

差
を
拡
大
さ
せ
る
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
を
一
日
も
早
く
止
め
る

た
め
、
年
明
け
に
予
想
さ
れ

る
解
散
総
選
挙
が
大
切
な
た

た
か
い
と
な
る
。
み
な
さ
ん

の
結
集
を
お
願
い
す
る
。

げ
で
多
く
の
支
援
を
い
た
だ

い
た
。
地
域
・
地
方
自
治
を
守

る
た
め
、
み
な
さ
ん
と
一
緒

に
引
き
続
き
た
た
か
っ
て
い

く
。
市
民
運
動
を
社
会
運
動

に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う
頑

張
る
。

し
て
道
庁
へ
の
要
求
な
ど
取

り
組
み
を
展
開
し
て
い
る
。

連
合
を
は
じ
め
、
自
治
労
の

み
な
さ
ん
と
と
も
に
労
働
者

福
祉
事
業
を
活
性
化
さ
せ
て

い
く
。
利
用
の
促
進
を
要
請

す
る
。

災
害
に
よ
り
、
自
治
体
の
現

場
、
住
民
が
大
変
な
思
い
を

し
て
い
る
が
、
政
府
は
合
理

化
を
推
進
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
守
る

た
め
に
も
し
っ
か
り
と
対
峙

し
て
い
き
た
い
。

算
定
で
は
小
規
模
自
治
体
に

薄
く
す
る
。
こ
ん
な
政
権
は

許
せ
な
い
。
激
甚
災
害
指
定

な
ど
現
場
感
覚
の
な
さ
を
実

感
し
て
い
る
。
現
場
感
覚
こ

そ
が
皆
さ
ん
の
強
み
で
あ
り

発
揮
し
て
ほ
し
い
。

ん
の
協
力
に
感
謝
す
る
。
台

風
な
ど
の
災
害
対
応
を
自
治

体
職
員
と
連
携
し
進
め
る
。

安
倍
政
権
を
阻
止
し
自
分
た

ち
の
声
が
出
せ
る
組
織
と
す

る
た
め
、
組
織
拡
大
、
職
場

改
善
を
は
か
る
。

を
守
る
こ
と
。
現
場
か
ら
こ

の
国
を
つ
く
っ
て
い
く
。
私

た
ち
が
リ
ベ
ラ
ル
の
旗
を
掲

げ
て
た
た
か
う
こ
と
が
、
民

進
党
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

に
な
る
。
解
散
総
選
挙
は
絵

空
事
で
は
な
い
。
支
援
を
要

請
す
る
。

き
る
と
言
う
方
が
易
し
い
。

で
き
な
い
こ
と
を
証
明
す
る

に
は
何
千
、
何
万
も
の
方
法

か
ら
で
き
な
い
こ
と
を
証
明

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し

か
し
、
で
き
る
と
は
た
っ
た

一
つ
を
証
明
す
れ
ば
い
い
。

水
野
　
光
代
さ
　
　
ん

恵
庭
市
職
労

「
変
わ
ら
な
い

 

幸
せ
な
日
常
風
景
」

竹
中
　
一
翔
さ
　
　
ん

赤
平
市
職
労

「
平
和
な
そ
ら
」

窪
田
　
七
重
さ
　
　
ん

函
館
市
職
労
（
家
族
）

「
光
」



���� 第２１５４号　　 第２１５４号� ���2016年10月１・11日合併号 2016年10月１・11日合併号

団
結
権
を
見
据
え
組
織
強
化
・
拡
大

2017道本部大会 事前会議・各評議会報告
誰
も
が
安
心
し
て
健
康
で
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
づ
く
り

「
仲
間
の
声
、職
場
の
事
実
」に
こ
だ
わ
る

要
求
・
交
渉
・
労
働
契
約
の
締
結
め
ざ
す

自
ら
の
問
題
解
決
に
自
ら
の
力
で
取
り
組
も
う

２
０
１
６
現
業
公
企
闘
争
に
全
力
を
あ
げ
る

安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

地
域
医
療
を
守
る
視
点
で
取
り
組
む

臨
時
・
非
常
勤
等
職
員
連
絡
会
議

公
共
サ
ー
ビ
ス
民
間
労
組
協
議
会

青

年

部

女

性

部

消
防
職
員
協
議
会

衛
生
医
療
評
議
会

社
会
福
祉
評
議
会

現
業
公
企
都
市
交
評
議
会

　

正
規
職
員
と
の
「
均
等
待
遇
」
を
基
本

と
し
た
「
同
一
価
値
労
働
・
同
一
賃
金
」

を
求
め
、
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
年

収
２
０
０
万
円
以
下
の
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
状
態
で
あ
り
「
均
等
待
遇
」
に
は
程

遠
い
状
況
に
あ
る
。

　

医
療
を
含
め
た
社
会
保
障
制
度
改
革
が

進
む
な
か
、
あ
ら
た
め
て
地
域
医
療
の
重

要
性
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
看
護
師
を
は

じ
め
と
す
る
病
院
職
場
で
働
く
者
の
離
職

防
止
や
労
働
条
件
の
改
善
、
そ
し
て
職
場

　

委
託
等
関
連
職
場
労
働
者
の
賃
金
・
労

働
条
件
向
上
に
む
け
、
委
託
内
容
、
委
託

費
な
ど
に
つ
い
て
チ
ェ
ッ
ク
を
自
治
体
単

組
と
連
携
し
て
取
り
組
む
。
あ
わ
せ
て
、

指
定
管
理
者
制
度
は
、
雇
用
不
安
や
、
賃

金
へ
の
影
響
が
大
き
く
制
度
上
の
問
題
点

も
あ
り
、
制
度
廃
止
も
視
野
に
入
れ
、
取

　

「
学
習
・
交
流
・
実
践
」
を
運
動
の
柱

に
、
厳
し
い
生
活
・
職
場
実
態
で
も
、
仲

間
と
て
い
ね
い
に
関
わ
る
こ
と
で
、
要
求

の
前
進
や
仲
間
の
成
長
を
勝
ち
取
っ
て
い

　

組
合
員
、
臨
時
・
非
常
勤
等
職
員
な
ど
、

自
治
体
に
働
く
女
性
た
ち
が
集
ま
り
、
議

論
す
る
な
か
で
課
題
を
整
理
し
、
独
自
要

　

社
会
福
祉
関
係
で
は
、
国
の
経
済
財
政

対
策
の
中
で
見
直
し
が
求
め
ら
れ
、
少
子

高
齢
化
、
地
域
格
差
の
拡
大
も
背
景
に
、

大
き
な
変
革
が
起
き
よ
う
と
し
て
い
る
。

安
心
・
安
全
に
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ

く
り
の
実
現
に
む
け
、
社
会
保
障
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
必
要
な
制
度
改
革
、
財
源
確

保
の
取
り
組
み
を
進
め
、
地
域
住
民
の
ニ

ー
ズ
に
見
合
う
保
健
・
福
祉
・
医
療
・
介

　

現
業
職
場
で
は
政
府
が
推
し
進
め
よ
う

と
す
る
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
産
業
化
」
に

よ
り
、
国
主
導
の
合
理
化
が
進
め
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
公
企
・
公
共
交

通
職
場
で
は
地
方
公
営
企
業
会
計
制
度
の

　

法
の
縛
り
に
よ
り
、
手
当
は
な
く
一
時

金
の
支
給
も
な
い
仲
間
が
多
く
存
在
す

る
。「
自
ら
の
問
題
は
、
ま
ず
自
ら
が
た
た

か
う
」
と
い
う
理
念
の
も
と
、私
た
ち
の
実

態
を
し
っ
か
り
社
会
に
訴
え
、
正
規
職
員

の
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、
非
正
規
労

働
者
の
組
織
率
20
％
を
め
ざ
す
と

と
も
に
、
雇
用
安
定
・
均
等
待
遇

を
求
め
て
取
り
組
み
を
進
め
る
。

〔
役
員
体
制
〕

議　

長　

　

増
田　

光
子

　
　

（
札
幌
病
職
労
）

副
議
長

　

佐
藤
る
み
子

　
　

（
札
幌
市
労
）

　

中
谷　

公
子

　
　

（
く
し
ろ
児
童
厚
生
員
ユ
ニ
オ
ン
）

事
務
局
長

　

松
本　

敦
子�

　
　

（
札
幌
市
職
連
）

を
守
る
た
め
、
評
議
会
の
組
織
体
制
と
活

動
を
強
化
し
地
域
医
療
を
堅
持
す
る
視
点

り
組
み
を
再
構
築
す
る
。

　

〔
役
員
体
制
〕

　

議　

長

く
。
あ
ら
た
め
て
「
仲
間
の
声
、
職
場
の

事
実
」
に
こ
だ
わ
り
、
学
習
と
交
流
を
拡

げ
、
さ
ら
な
る
組
織
強
化
に
つ
な
げ
て
い

く
。

求
闘
争
に
つ
な
げ
、
安
心
し
て
健
康
に
働

き
続
け
ら
れ
る
職
場
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
。
学
習
・
交
流
を
と
お
し
て
情
報
の
共

有
、人
材
育
成
に
取
り
組
む
。

基
本
組
織
の
機
関
会
議
な
ど

に
積
極
的
に
参
加
し
、
女
性

の
課
題
を
意
見
反
映
す
る
。

〔
役
員
体
制
〕

部　

長

　

土
田　

美
登
里

　
　

（
北
見
市
労
連
）

副
部
長

　

大
浦　

三
奈

　
　

（�

足
寄
町
職
労
）

　

選
出
中

書
記
長

　

齋
藤　

満
希

　
　

（
江
別
市
職
労
）

書
記
次
長

　

太
田　

美
帆

　
　

（
中
標
津
町
労
連
）

護
・
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、

衛
生
医
療
・
社
会
福
祉
職
場
の
労
働
環
境

の
改
善
と
人
材
確
保
の
取
り
組
み
も
進
め

る
。

見
直
し
に
よ
り
、
全
国
で
赤
字
決
算
と
な

る
事
業
が
増
加
し
て
お
り
、
財
政
健
全
化

を
理
由
に
民
間
委
譲
、
民
間
委
託
な
ど
が

推
し
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
攻
撃

を
跳
ね
か
え
し
て
い
く
た
め
に
も
、
当
面

す
る
「
２
０
１
６
現
業
公

企
統
一
闘
争
」
を
全
力
で

取
り
組
む
と
と
も
に
、
質

の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

実
現
に
む
け
地
域
・
職
場

か
ら
取
り
組
み
を
強
化
す

る
。

〔
役
員
体
制
〕

議　

長

　

大
西　
　

誠

　
　

（
苫
小
牧
市
職
労
）

事
務
局
長

　

中
村　

秀
人

　
　

（
網
走
市
労
連
）

※
他
の
役
員
は
第
１
回
幹

事
会
ま
で
に
選
出

　

鷲
津　

克
之

　
　

（
室
蘭
福
祉
事
業
協
会
職
員
労
組
）

副
議
長

　

石
田
ト
モ
子

　
　

（
北
海
道
福
祉
ユ
ニ
オ
ン
）

　

松
原　

圭
他

　
　

（
南
部
檜
山
衛
生
処
理
労
組
）

　

三
上
た
み
子

　
　

（
松
前
な
で
ん
壮
職
員
組
合
）

　

川
端　

政
宏

　
　

（�

全
北
海
道
指
定
自
動
車
学
校
労

組
協
議
会
）

　

滝
野
澤
慎
也

　
　

（
室
蘭
福
祉
事
業
協
会
職
員
労
組
）

事
務
局
長

　

千
葉　

雄
太

　
　

（�

東
神
楽
町
社
会
福
祉
協
議
会
職

員
組
合
）

〔
役
員
体
制
〕

議　

長

か
ら
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　

種
谷　

文
秀

　
　

（
函
館
市
職
労
）

副
議
長

〔
福
祉
事
務
所
対
策
委
員
会
か
ら
選
出
〕

〔
保
育
部
会
か
ら
選
出
〕

〔
介
護
部
会
か
ら
選
出
〕

〔
障
労
連
か
ら
選
出
〕

事
務
局
長

　

神
成　

和
江

　
　

（�

全
道
庁
労
連
渡
島
総
支
部
）

特
別
幹
事

　

相
内　

利
幸

　
　

（
札
幌
市
職
連
）

　

瀬
戸　

典
仁

　
　

（
全
道
庁
労
連
日
高
総
支
部
）

〔
役
員
体
制
〕

議　

長　

　

佐
々
木　

淳

　
　

（
函
館
病
労
）

副
議
長

　

居
橋　

真
人

　
　

（
札
幌
病
職
労
）

　

後
藤　

並
子

　
　

（
中
標
津
町
労
連
）

副
議
長

　

選
出
中

副
議
長

　

選
出
中

事
務
局
長

　

選
出
中

事
務
局
次
長

　

真
壁　

英
治

　
　

（
全
道
庁
労
連
）

〔
役
員
体
制
〕

部　

長

　

斉
藤　
　

信

　
　

（
苫
小
牧
市
職
労
）

副
部
長

　

高
橋　

弘
樹

　
　

（
名
寄
市
職
労
）

副
部
長

　

本
田　

卓
也

　
　

（
平
取
町
職
労
）

書
記
長

　

村
居　

保
裕

　
　

（�

全
道
庁
労
連
空
知

総
支
部
）

　

消
防
職
員
の
団
結
権
回
復
と
賃
金
・
労

働
条
件
の
改
善
、
労
働
安
全
衛
生
の
確
立

な
ど
の
課
題
に
取
り
組
み
、
組
織
強
化
・

拡
大
に
努
め
る
。
道
本
部
・
地
本
・
単
組

と
連
携
し
、
未
組
織
職
場
へ
さ
ら
な
る
組

織
拡
大
に
総
力
を
あ
げ
て
取
り
組
む
。

〔
役
員
体
制
〕

会　

長

　

菅
原　

宏
仙

　
　

（
釧
路
東
部
消
防
協
）

副
会
長

　

沼
田
健
太
郎

　
　

（
函
館
消
防
協
）

　

高
橋　
　

博

　
　

（
砂
川
消
防
協
）

事
務
局
長

　

斉
藤　
　

学

　
　

（
白
老
消
防
協
）

事
務
局
次
長

　

小
西　

康
博

　
　

（
士
別
消
防
協
）

　

降
旗　

光
太

　
　

（
恵
庭
消
防
協
）



���� 第２１５４号　　 第２１５４号� ���2016年10月１・11日合併号 2016年10月１・11日合併号

【
日
高
地
方
本
部
発
】

　

新
冠
町
職
は
８
月
26
日
、

２
０
１
６
「
自
治
労
共
済
学

習
会
」
を
新
冠
町
レ
・
コ
ー

ド
館
で
開
き
、
組
合
員
38
人

が
参
加
し
た
。

　

学
習
会
で
は
、
自
治
労
共

済
北
海
道
支
部
及
び
全
労
済

道
央
支
店
よ
り
、
マ
イ
カ
ー

共
済
・
住
ま
い
る
共
済
に
関

す
る
内
容
の
説
明
が
あ
り
、

「
自
治
労
組
合
員
」
で
あ
る

か
ら
こ
そ
加
入
で
き
る
共
済

制
度
及
び
保
障
内
容
等
に
つ

い
て
学
ん
だ
。

　

参
加
し
た
組
合
員
か
ら

は
、「
今
の
加
入
し
て
い
る
保

険
と
共
済
の
比
較
を
し
て
み

よ
う
」「
車
購
入
す
る
前
に
見

積
り
を
お
願
い
し
よ
う
」
な

ど
の
声
も
数
多
く
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
８
月
23
日
か
ら
北

海
道
へ
上
陸
し
た
台
風
９
号

の
襲
来
に
よ
り
、
日
高
地
方

に
お
い
て
も
多
数
の
被
害
が

発
生
し
た
こ
と
か
ら
も
、
自

然
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、

共
済
制
度
の
必
要
性
を
再
認

識
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

新
冠
町
職
は
、
２
０
０
３
年

に
自
治
労
加
盟
と
、
日
高
地

方
本
部
の
な
か
で
も
、
一
番

遅
く
に
自
治
労
加
盟
し
た
経

過
も
あ
り
、
今
年
７
月
か
ら

は
、「
団
体
生
命
共
済
」
へ
の

台風10号等

災害救援カンパを実施
　

道
本
部
は
、
被
害
に
あ
っ

た
関
係
自
治
体
お
よ
び
単
組

等
へ
の
見
舞
金
、
災
害
復
旧

に
あ
た
っ
て
い
る
仲
間
へ
の

支
援
と
激
励
な
ど
を
目
的
に

「
災
害
救
援
カ
ン
パ
」
を
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
組
合
員

の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

北
海
道
人
事
委
員
会
は
10

月
７
日
、
知
事
・
道
議
会
議

長
に
対
し
２
０
１
６
北
海
道

人
事
委
員
会
勧
告
を
行
っ

た
。
月
例
給
の
プ
ラ
ス
較
差

（
６
７
２
円
）
に
基
づ
き
、

人
事
院
勧
告
に
準
じ
た
給
料

表
の
引
き
上
げ
、
総
合
的
見

直
し
に
と
も
な
う
現
給
保
障

措
置
に
よ
り
解
消
さ
れ
な
い

較
差
解
消
の
た
め
子
に
係
る

扶
養
手
当
を
２
０
１
６
年
４

月
に
遡
及
し
４
０
０

円
引
き
上
げ
る
こ

と
、
国
や
道
内
他
市

町
村
と
０
・
１
月
の

格
差
が
あ
っ
た
一
時

金
に
つ
い
て
は
０
・

２
月
（
年
間
支
給
月

数
４
・
３
月
）
引
き

上
げ
る
勧
告
内
容
と

な
り
、
国
等
の
支
給

月
数
と
並
ん
だ
。
本

年
人
勧
期
の
大
き
な

課
題
で
あ
っ
た
扶
養

手
当
に
つ
い
て
は
配

偶
者
の
引
き
下
げ
と

子
の
引
き
上
げ
が
勧
告
さ
れ

た
。

　

地
公
三
者
共
闘
会
議
は
、

 

道
消
防
協
結
成
40
周
年

　

10
月
５
日
、
札
幌

市
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス

タ
ー
札
幌
で
北
海
道

消
防
職
員
協
議
会
結

成
40
周
年
記
念
祝
賀

会
が
開
か
れ
２
２
３

人
が
参
加
し
た
。

　

祝
賀
会
で
菅
原
・

道
消
防
協
会
長
は
、

「
１
９
７
７
年
９
月

に
４
単
協
４
４
３
人

で
協
議
会
を
結
成

し
、
消
防
職
場
の
環

境
を
『
民
主
的
で
明

る
く
風
通
し
の
よ
い

職
場
に
』
と
の
思
い
で
ス
タ

ー
ト
し
た
。
現
在
は
58
単
協

２
、４
３
８
人
ま
で
拡
大
し
、

消
防
職
員
が
抱
え
る
様
々
な

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

住
民
の
安
心
と
安
全
を
守
る

と
い
う
重
要
か
つ
困
難
な
職

務
を
遂
行
す
る
に
あ
た
り
、

労
働
条
件
改
善
が
必
要
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
団
結
権

を
回
復
す
る
こ
と
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
政

府
は
再
三
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
勧
告
に

も
拘
ら
ず
、
消
防
職
員
の
団

結
権
を
認
め
て
い
な
か
っ
た

が
、
民
主
党
政
権
下
で
は
着

実
に
回
復
へ
の
道
を
辿
っ
た

も
の
の
、
安
倍
政
権
の
元
で

途
切
れ
て
い
る
。
引
き
続
き

自
治
労
と
連
携
し
団
結
権
回

復
に
む
け
て
た
た
か
い
を
進

め
る
。
ま
た
、
消
防
の
広
域

化
に
伴
う
消
防
職
員
の
賃

金
・
労
働
条
件
の
統
一
な
ど

多
く
の
課
題
が
あ
る
。
自
治

体
単
組
と
の
連
携
を
強
め
取

り
組
み
を
進
め
る
」
と
決
意

を
述
べ
た
。

勧
告
を
受
け
、
知
事
・
教
育

長
・
道
議
会
正
副
議
長
・
道

議
会
各
会
派
へ
の
要
請
行
動

を
行
い
、
引
き
上
げ
改
定
の

早
期
実
施
・
年
内
差
額
支
給

を
求
め
る
と
と
も
に
、
引
き

下
げ
と
な
る
配
偶
者
に
係
る

扶
養
手
当
の
拙
速
な
見
直
し

は
行
わ
な
い
よ
う
強
く
申
し

入
れ
た
。

【本年の給与勧告のポイント】
〈2016年度の改定分〉
●給料表、一時金ともに３年連続の引上げ
●子に係る扶養手当の引上げ（400円）

〈2017年度からの改定分〉
●扶養手当について、配偶者に係る手当額の引
　下げ、子に係る手当額の引上げ

組合員の皆さんの協力を

カンパ金額
任意

（［目標］組合員１人500円）

集約日
10月14日（第一次）
10月31日（第二次）

新
規
加
入
の

取
り
組
み
も

ス

タ

ー

ト

し
、
組
合
員

に
共
済
制
度

も
少
し
ず
つ

浸
透
し
て
い

る
。

　

今
後
に
お

い
て
も
、
共

済
学
習
会
や

個
別
相
談
等

を
行
い
、
積

極
的
な
共
済

推
進
活
動
の

取
り
組
み
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

（
日
高
地
本
書
記
長
・
鈴
木
）

台風により、日高地方にも多数の被害があった

三井道議会副議長に要請書を手渡す地公三者＝10月７日、札幌市

　

道
本
部
第
58

回
定
期
大
会
が

終
了
し
、
既
に

２
０
１
７
年
度

が
ス
タ
ー
ト
し

て
い
る
。
賃
金

確
定
闘
争
、
現

業
公
企
統
一
闘

争
は
11
月
17
日
を
統
一
行
動

日
と
し
て
、
一
時
間
を
上
限

と
す
る
ス
ト
ラ
イ
キ
戦
術
を

配
置
し
要
求
実
現
に
む
け
た

た
か
い
を
進
め
て
い
く
こ
と

と
な
る
。
そ
こ
で
大
切
な
の

が
組
合
員
と
の
往
復
活
動
で

あ
る
。
要
求
の
と
り
ま
と
め

か
ら
妥
結
ま
で
、
組
合
員
の

声
を
し
っ
か
り
と
集
約
し
取

り
組
み
を
進
め
る
こ
と
で
要

求
の
実
現
が
は
か
れ
る
も
の

と
思
っ
て
い
る
。
最
近
、
単

組
で
は
機
関
紙
が
組
合
員
に

手
配
り
さ
れ
て
い
な
い
と
耳

に
し
た
。
機
関
紙
は
情
報
を

伝
え
る
一
つ
の
手
段
で
あ

り
、
組
合
員
の
声
を
聞
く
手

段
で
も
あ
る
。
こ
の
闘
争
期

で
ぜ
ひ
手
渡
し
を
す
る
体
制

を
つ
く
り
機
関
紙
を
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

少
し
遅
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
が
、
全
道
の
広
島
フ
ァ
ン

の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
12
日
か
ら
の
フ
ァ

イ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ
、
日
本
ハ

ム
と
の
素
晴
ら
し
い
試
合
と

な
る
こ
と
を
お
祈
り
す
る
と

い
う
よ
り
、
広
島
の
勝
利
を

祈
っ
て
い
る
。

�

（
佐
々
木
直
人
）

職
場
だ
よ
り

自
然
災
害
へ
の
備
え
再
認
識

　

北
海
道
を
襲
っ
た
台
風
は
道

路
の
決
壊
・
崖
崩
れ
を
は
じ
め

河
川
の
氾
濫
、
農
地
の
土
砂
流

入
と
流
失
、
住
宅
・
公
共
施
設

の
床
板
浸
水
な
ど
多
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
。
民
進
党
は
台

風
等
災
害
対
策
本
部
を
設
置

し
、(

私
は
副
本
部
長)

復
旧

に
つ
い
て
早
急
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
検
討
を
要
す
る
課
題
は
、

中
小
の
工
場
・
商
店
街
の
グ
ル

ー
プ
補
助
金
の
摘
要
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
支
援
体
制
強
化
・
整

備
で
あ
る
。

　

9
月
15
日
の
臨
時
党
大
会
で

蓮
舫
参
議
が
新
代
表
に
選
出
さ

れ
、
私
は
組
織
委
員
長
を
担
う

こ
と
に
な
っ
た
。
地
方
組
織
が

あ
っ
て
こ
そ
の
国
会
議
員
で
あ

る
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
課
題
を

国
民
ニ
ー
ズ
に
照
ら
し
、
し
っ

か
り
と
対
峙
す
る
、
丁
寧
な
チ

ェ
ッ
ク
と
対
案
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

地方組織があってこそ

⑫
ささきさんの
� 国会だより

蓮
舫
代
表
と
と
も
に
、
南
富
良
野
町

な
ど
を
視
察
す
る
、
さ
さ
き
衆
議

忙中余話

道人事委
員会勧告

年
内
差
額
支
給
を
求
め
る

引
き
上
げ
改
定
の
早
期
実
施
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組
織
部
長

※
２
０
１
７
・
４
・
１
配
置

樫野久美子
（平取町職労）

組織強化・拡大にむけ全力でがんばります！

４
役（
企
画
会
議
）

組
織
労
働
局

企
画
総
務
局総

合
政
策
局

監
査
委
員

顧

問

執
行
委
員
長

大出　彰良
（名寄市職労）

企
画
総
務
部
長

森下　　元
（八雲町職労）

教
育
情
宣
部
長

佐々木直人
（直属支部）

女
性
部
長

土田美登里
（北見市労連）

賃
金
労
働
部
長（
厚
生
対
策
担
当
）三浦　　亨

（北見市労連）

賃
金
労
働
部
次
長（
書
記
）

河井　　勝

臨
時
執
行
委
員

（
臨
時
非
常
勤
等
・
組
織
拡
大
担
当
）

松本　敦子
（札幌市職連）

組
織
部
次
長（
書
記
）

（
組
織
・
現
業
公
企
都
市
交
評
担
当
）

大島　　進

組
織
部
長

瀬上　英克
（全道庁労連）

組
織
部
次
長（
書
記
）

中村　真友

事
務
局
長

今岡　忠男
（全道庁）

青
年
部
長

斉藤　　信
（苫小牧市職労）

再
雇
用
書
記

（
連
合
北
海
道
派
遣
）

小桧山秀昭

企
画
総
務
部
次
長（
書
記
）

（
青
年
部
担
当
）

岡　かおり

自
治
労
北
海
道
学
校
学
監

（
顧
問
）

峰崎　直樹

事
務
職
員

（
企
画
総
務
局
担
当
）

高久保雅子

企
画
総
務
部
次
長（
書
記
）

（
教
育
情
宣
部
・
女
性
部
担
当
）

高山　智子
（※2016.11.1採用）

副
執
行
委
員
長

組
織
労
働
局
長

和田　英浩
（砂川市労連）

財
政
局
長

山木　紀彦
（遠軽町労連）

特
別
執
行
委
員（
全
労
済
派
遣
）

全
労
済
自
治
労
共
済
本
部
北
海

道
支
部
事
務
局
長

木村美智留
（全道庁労連）

企
画
総
務
部
次
長（
書
記
）

（
企
画
総
務
・
自
主
福
祉
活
動
担
当
）

高田　将平
（全道庁労連）

臨
時
執
行
委
員

（
自
主
福
祉
活
動
・
衛
生
医
療
評
担
当
）

真壁　英治
（全道庁労連）

副
執
行
委
員
長

総
合
政
策
局
長

難波　　優
（富良野市労連）

組
織
部
長

（
現
業
公
企
都
市
交
評
担
当
・
都
市
連
担
当
）

中村　秀人
（網走市労連）

政
治
部
長

佐古岡秀徳
（京極町職労）

政
治
部
次
長（
書
記
）

連
合
北
海
道
派
遣

引地　圭太

河端　孝司

公
共
サ
ー
ビ
ス
政
策
部
長

（
道
民
運
動
担
当
）森田　寛之

（札幌市労）

自
治
体
政
策
部
次
長（
書
記
）

（
社
福
評
・
衛
生
医
療
評
担
当
）

根本　　圭

自
治
体
政
策
部
長

（
社
福
評
担
当
）

神成　和江
（全道庁労連）

公
共
サ
ー
ビ
ス
政
策
部
次
長

（
書
記
）（
道
民
運
動
担
当
）渡部　裕幸

書
記
長
　

企
画
総
務
局
長

三浦　和枝
（全道庁労連）

総　

合

研
究
室

〈

〉

事
務
局
長

酒井　康弘
（全道庁労連）

研
究
員（
嘱
託
職
員
）

舟橋　圭子

総
合
研
究
室
長

難
波　
　

優

2017年度道本部執行体制

退
職
者
会

今大会で退任した役員

藤
田　

安
弘（
全
道
庁
労
連
）

背
戸
田　

巧（
岩
見
沢
市
職
）

柿
崎　

克
之
（
遠
別
町
職
）

中
澤　

健
次
（
夕
張
市
職
労
）

元
衆
議
院
議
員

金
田　

誠
一
（
函
館
市
職
労
）

元
衆
議
院
議
員

峰
崎　

直
樹
（
全
道
庁
労
連
）

元
参
議
院
議
員

仲
野　

博
子
（
全
道
庁
労
連
）

元
衆
議
院
議
員

後
藤　

森
重（
置
戸
町
職
労
）

元
自
治
労
本
部
中
央
執
行
委
員
長

大
原　

義
行
（
全
道
庁
労
連
）

元
自
治
労
本
部
中
央
執
行
委
員
長

金
田　

文
夫
（
函
館
市
職
労
）

元
自
治
労
本
部
書
記
長

北
村　

英
人
（
全
道
庁
労
連
）

元
道
本
部
執
行
委
員
長

森　
　
　

朗
（
全
道
庁
労
連
）

元
道
本
部
執
行
委
員
長

三
輪　

修
彪（
旭
川
市
職
労
）

元
道
本
部
執
行
委
員
長

冨
山　
　

隆
（
全
道
庁
労
連
）

元
道
本
部
執
行
委
員
長

大
場　

博
之
（
札
幌
市
職
連
）

元
道
本
部
執
行
委
員
長

三
浦　

正
道
（
札
幌
市
職
連
）

元
道
本
部
執
行
委
員
長

髙
柳　
　

薫
（
遠
軽
町
労
連
）

元
道
本
部
執
行
委
員
長

田
川　

靖
一
（
遠
軽
町
労
連
）

元
自
治
労
共
済
専
務
理
事

林　
　

亮
一
（
上
士
幌
町
職
）

元
自
治
労
共
済
専
務
理
事

友
利　

一
男（
網
走
市
労
連
）

元
自
治
労
本
部
書
記
次
長
・

全
労
済
職
域
事
業
本
部
専
務

執
行
役
員

佐
藤　

富
夫
（
全
道
庁
労
連
）

元
連
合
北
海
道
事
務
局
長

古
川　

隆
之
（
深
川
市
職
労
）

元
全
道
労
協
セ
ン
タ
ー
事
務

局
長

財
政
局

会
計
部
長

谷川　広美
（直属支部）

事
務
職
員

海老名美加

川
本　
　

淳
（
中
川
町
職
労
）

自
治
労
本
部
中
央
執
行
委
員
長

石
上　

千
博
（
富
良
野
市
労
連
）

自
治
労
本
部
中
央
執
行
委
員

総
合
政
治
政
策
局
長

岸
真　

紀
子
（
岩
見
沢
市
職
）

自
治
労
本
部
中
央
執
行
委
員

組
織
対
策
局
長

駒
井　

由
美
（
全
道
庁
労
連
）

自
治
労
本
部
中
央
執
行
委
員

社
会
保
障
局
長

佐
藤　

良
太
（
全
道
庁
労
連
）

自
治
労
本
部
中
央
執
行
委
員

青
年
部
長

三
浦　

正
一
（
斜
里
町
労
連
）

自
治
労
本
部
特
別
中
央
執
行

委
員

自
治
労
共
済
生
協
常
務
理
事

平
川　

則
男（
全
道
庁
労
連
）

自
治
労
本
部
特
別
中
央
執
行

委
員

連
合
本
部
総
合
政
策
局
長

特
別
執
行
委
員

大
門　

正
彦
（
全
道
庁
労
連
）

自
治
労
本
部
特
別
中
央
執
行

委
員

（
社
）
生
活
経
済
政
策
研
究
所

専
務
理
事
・
事
務
局
長

芳
賀　

直
行
（
社
保
労
連
）

自
治
労
社
会
保
険
関
係
労
働
組

合
連
合
会
中
央
執
行
委
員
長

木
村
美
智
留
（
全
道
庁
労
連
）

全
労
済
自
治
労
共
済
本
部
北

海
道
支
部
事
務
局
長

出
村　

良
平（
全
道
庁
労
連
）

連
合
北
海
道
会
長

藤
盛　

敏
弘（
函
館
市
職
労
）

連
合
北
海
道
特
別
執
行
委
員

政
治
セ
ン
タ
ー
幹
事
長

永
田　

重
人
（
全
道
庁
労
連
）

連
合
北
海
道
執
行
委
員

組
織
労
働
局
長

佐
藤　

環
樹
（
札
幌
市
職
連
）

北
海
道
平
和
運
動
フ
ォ
ー
ラ

ム
事
務
局
長

杉
谷　

光
一
（
留
萌
市
労
連
）

公
益
社
団
法
人
北
海
道
地
方

自
治
研
究
所
常
務
理
事

山
上　
　

潔（
全
道
庁
労
連
）

全
労
済
北
海
道
本
部
長

馬
場　
　

修
（
全
道
庁
労
連
）

北
海
道
労
働
委
員
会
委
員

逢
坂　

誠
二（
函
館
市
職
労
）

衆
議
院
議
員

相
原
久
美
子
（
札
幌
市
職
連
）

参
議
院
議
員

臨
時
執
行
委
員

※
２
０
１
７
・
３
・
31
ま
で

兼村　憲三
（洞爺湖町労連）

〈
組
織
強
化
・
�

拡
大
推
進
室
〉

事
務
局
次
長

（
組
織
拡
大
オ
ル
グ
・
本
部
書
記
）

吉田　雅人

次
長（
組
織
拡
大
専
門
員
）

松岡　敏裕
（石狩市職労）

室
長
（
組
織
労
働
局
長
兼
務
）

和
田　

英
浩

事
務
局
長

瀬
上　

英
克

　本大会で５人が退任しました。これまでの奮闘に感謝申し
あげます。お疲れ様でした。なお、兼村さんは2017年３月
まで道本部臨時執行委員として任務に就きます。

お
疲
れ
様
で
し
た

自治体政策部長

瀬戸典仁さん
公共サービス政策部長

兼村憲三さん
女性部長

上島早苗さん

政治部長

竹中慶吉さん
監査委員

兵庫谷友美さん
監査委員

松本洋さん


